
　父親がエンジニアだったので、幼少期
から家にコンピューターがある環境で育
ちました。小学生の頃からプログラミン
グに関心を持ち、図書館で調べながら自
分でゲームを作って遊んでいるような
子どもでした。中学生になるとインター
ネットが普及し始めたことでますますコ
ンピューターに没頭し、特に匿名で見知
らぬ人と手軽にコミュニケーションが取
れる「2ちゃんねる」に夢中になりました。
　現実の世界では、社会的に地位のある
人の発言に影響を受けやすいという認知
のゆがみが発生しがちですが、匿名とい
う環境下ではこのバイアスが排除されや
すくなります。しかしインターネット上
でも、人は多数派の意見に誘導されてし
まうというケースがよくあります。こう
した現象から認知バイアスに興味を持つ
ようになり、研究対象として向き合い始
めました。人が意思決定をする場面に機
械学習が積極的に関わることで、ゆがみ
のない真の判断ができるのではないかと
考え、さまざまな角度からアプローチを
続けています。

　認知のゆがみは、誰にでも起こる現象
です。固定観念にとらわれない多様な考
え方を持ち、自分の価値観が全てではな
いことを認め、他者に対して想像力を働

かせること。そして、その場ですぐに結論
づけようとしないことがゆがみのない判
断には重要です。
　例えば「人事評価」は、属人性が高くゆ
がみが生じやすい業務の1つです。人種
や性別に対する無意識のバイアスは、不
公平な判断につながりやすくなります。
機械学習を利用して評価者の判断を補正
できれば、埋もれていた人材の発掘や適
材適所に人を配置することが可能になる
かもしれません。こうした研究は認知科
学の専門家と進めていくことで、より具
体性のある内容に高めていけるのではな
いかと考えています。
　また今後は、行動変容を機械学習でサ
ポートできる仕組みづくりにも取り組ん
でいきたいと思っています。人は頭ではわ
かっていても、衝動的な行動を止めるこ
とができない生き物です。ダイエット中に

「甘いものを食べ
ちゃダメだ…」と
思っていても、つ
い食べてしまう。
そんな行動を抑制
する仕組みにも、
機械学習を効果的
に取り入れていき
たいです。

　「こういう技術がかっこいい」「こんな
考え方が面白い」といった独自の感性を
持っている人は研究者としても魅力的
で、他の人がたどり着けない境地まで行
けると感じます。感性が育まれる若いう
ちに、いろいろなことに興味を持ち、あら
ゆるアンテナを張り巡らせ、知識の引き
出しを増やしておくことが大切だと思い
ます。
　新型コロナウイルス感染症というこれ
までにない経験の中で、新しい技術や考え
方も生まれています。いいなと感じたこと
は積極的に取り入れ、私自身も感性を磨き
上げながら、時代の
流れを先取りす
るような研究
にチャレン
ジしていき
たいです。

どんなことに興味がありましたか？
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研究をやり遂げるには心身
ともにタフである必要があ
ると思い、定期的にトレー
ニングをしています。
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小倉一恵）
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